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センター行事のお知らせ 

かんたん！はじめてのプログラミング 

プログラミングソフト「Scraｔch」で簡単なゲームを
作って、プログラミングの基礎を体験（小学生対象）。 

とき ７月 2３日（土）10：00～12：00、 

毎週水曜 13：30～16：00に開催しています。 

将棋人気が高まっていますが、あいセンターでは 

囲碁が人気です。 

幅広い年齢層で楽しめる囲碁・将棋。 

ぜひ一度お越しください。 

 求む！！ 

将棋参加者！ 

毎週水曜日 9：15より開催している、ほっと・ふれ愛ラジオ体操。 

どなたでもお気軽にご参加いただけます。 

５月より、毎月第 1水曜日に「健康ミニ講話」と「血圧測定」を行って

います。 

おひとりづつ「血圧測定カード」をお配りし、毎月保健師等の専門員

から健康についてお話しします。ぜひお越しください。 

 

ほっと・ふれ愛ラジオ体操 

ふれあいの囲碁将棋 

申込 7月 ２日（土）10:00から電話で総持寺・愛センター 

        （TEL：072-626-5660）まで。 

        ※祝日・年末年始を除く 

        ※祝日・年末年始を除く 



 

Sojiji SDGｓ  持続可能な地域づくり

を 
住み続けられるまちづくりを 

この中のひとつに「女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で利用が容

易な公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。」という目標が掲げられていま

す。総持寺・愛センターは、貸館としての利用以外にも、フリースペース等の充実を

図っていきます。それに加え、くらしのなかでさまざまな困りごとがありましたら、

お気軽に総持寺・愛センターに相談してください。 

 

 

 

 

不平等は年齢・民族・地域・宗教・障害など様々な要因で起こります。これ

らの不平等をなくすことは、相手を理解する、お互いを認め合うことが解

消の一因となります。総持寺・愛センターでは、以下のような取り組みを

行っています。 

総持寺・愛センターでは、週一回「識字・日本語教室」を開催しています。日本の

方はもちろんのこと、中国・韓国・ベトナム・インドネシア・イタリアなど、様々な

国の生徒さんが来られています。ボランティアの先生の熱心なご指導と生徒さ

ん同士の交流も和気あいあいとしながら、お互いの文化交流を図っています。 

 

ＳＤＧｓとは・・・・ＳＵＳＴＡＩＮＡＢＬＥ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ ＧＯＡＬＳ＝持続可能な開発目標 

 

貧困をなくそう 

PARTNERSHIPS FOR THE GOALS 

＝パートナーシップで目標を達成しよう 

SDGｓには「誰ひとり取り残さない」「もっとも

遅れているところに第一に手を伸ばす」という 

●多文化交流サロン ツドイバ（ＴＳＵ ＤＯ Ｉ ＢＡ） 

①  
市内３か所のいのち・愛・ゆめセンターで開催しています。6 月には外国人のた

めの防災の取組みを実施。今後もお祭りや季節行事などを開催予定です。 

ツドイバでたくさんの国の方々とつながりましょう！ 

 ●オンライン交流会 りっぷるるーむ 

 

人や国の不平等をなくそう 

 

毎月第2,4金曜日の午前と午後の 2回、ZOOMを利用して日本に住んで

いる外国の方々と「やさしいにほんご」でおしゃべりしています。 

お申し込みは総持寺・愛センター（☎072-626-5660）まで。 

 

 
5/28（土）10：00～15：00 総持寺公園で「おたがいさまフ

ェア」を開催しました。ご家庭で不要になった衣類や家電、食

器を必要な方に持って帰ってもらう資源循環と助け合いの試

みです。お天気にも恵まれ、大好評のうちに終了しました。 

 

つくる責任 つかう責任

う 

平和と公正をすべての人に

「 

あいセンターでは地域住民のみなさまのご協力のもと、

野菜や花を育てています。土に触れることにより、ストレ

スが解消されるなどの効果もあり、職員と市民のみなさ

まとの交流にも役立っています。これからも心を込めて 

花や野菜を育てていきます。 

 

陸の豊かさも守ろう

 

今年度も「非核平和展」を開催します。 

悲惨な戦禍が起こり、身近な問題として受け取らざるを得な

い今の状況。より強く平和を考えなければなりません。 

くらし設計生活相談 

 

原則があります。日本の人口に移民・障害者・60 歳以上・LGBTQ

の方々の占める割合は、合わせると 60％にもなります。 

これらの方々を取り残さないような社会を目指していきます。そ

のような方々を取り残さないために、総持寺・愛センターでは相談

事業に力を入れています。 

おしごとじっくり相談 

 

毎月第 3土曜日 

13：00～17：00 

 

毎月第 4木曜日 

13：30～15：30 

 
電話にてご予約ください。 

総持寺いのち・愛・ゆめセンター ☎072-626-5660 

（受付時間 9：00～17：00） 

●識字・日本語教室 

茨木市多文化共生事業 

ＩＭＳ 

非核平和展 

8/20（土）～9/2（金） 

 

【同時期開催予定】 
「境界線上のプラットホーム」～ウクラ

イナ難民達のポートレート展～ 

 

茨木市在住の写真家『小原一真さん』 

ポーランドで取材されたウクライナ難

民の方々の現状などをお伝えします。 
 

写真：ウクライナから避難している親子 

（ワルシャワで 3 月 17 日 小原一真さん撮影） 

総合相談・センター相談 

 

月曜日～土曜日 

9：00～17：00 

 

地域のみなさまにいつでも気軽にお寄りいただける場所をめざしていきます。 

 

（夜間相談・通訳ボランティア派遣は要予約） 

 



 

サークル紹介コーナー 

アート展 作品募集！ 

ふれあいルーム和室・洋室リニューアル 

SOJIJI NEWS 

総持寺あいセンターでは、多くのサークルのみなさんが様々な活動をされています。 

英語、ダンス、フルート、詩吟などなど・・・ 

興味のあることが何か見つかるかもしれません。 

12 月の人権週間と障害者週間に開催しているダイバーシティ

アート展「創楽（SORA）」を今年も開催します！ 

作品募集については、近日中に行う予定です（応募の詳細は後

日お知らせします）。 

 

このアート展では、障害の有無や年齢、性別、国籍等の枠を超

えた自由で多様な表現の場として、ジャンルにとらわれない

様々な作品を展示します。グループでも、個人でも参加可能で

す。みなさまの力作、応募をお待ちしております！ 

「ふれあいルーム」の和室・洋室をリニューアルします。 

今までマッサージチェア等を置いていた洋室を「資料展示室」に、 

和室が「リラックスルーム」となります。 

 

「資料展示室」には、総持寺いのち・愛・ゆめセンターや地域の歴史資料等を 

展示いたします。 

 

「リラックスルーム」ではＴＶやＤＶＤを見ながらマッサージチェアでゆったりと 

お過ごしください。 

どなたでもお気軽にお越しください。お待ちしております。 

次号の Iセンターニュースから、詳しいサークル紹介をする予定です。 

どうぞお楽しみに！ 

そうじじ にゅーす 


